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ドイツ現代文学における「空間論的転回」

副 島 美由紀

１．ドイツ統一後の文学的傾向

小説のようにその形式が頗る自由で、しかも極めて個人的な作業による芸術作品においても、

やはり流行というものが存在する。例えば1990年の東西ドイツ統一以降のドイツ現代文学にお

いては、所謂“オスタルギー文学”、戦後世代の家族史物語、そしてポップ文学等を、流行したジャ

ンルとして挙げることが出来る。消滅した東ドイツ社会を記憶に留めることへの願望から生まれ

たオスタルギー文学の作品群には、Ｔ・ブルスィヒの『太陽通り』１に代表されるように1990年代

に生まれた作品も多いが、2008年に「ある沈没した国で起きた物語」という副題を持つＵ・テル

カンプの『塔』２がドイツ書籍賞を受賞して注目を浴び、上記の願望の根強さを世に知らしめるこ

ととなった。また世紀転換期と前後して戦争を体験した世代が徐々に鬼籍に入る時代になると、

それまで家庭内で抑圧されてきた過去の負の記憶を沈黙の束縛から解放しようとする欲求が起こ

る。そして従来あまり関心が払われなかった、戦争による個々の家庭内の悲劇に関する自伝的小

説が生まれ、H-U・トライヒェルの『失われた者』３やＵ・ティムの『兄の選択』、４またドイツ書

籍賞受賞作で日本語にも翻訳されたユリア・フランクの『真昼の女』５などが、戦争によって引き

起こされた家族内の克服し難い喪失感を開示して見せた。そしてこのように伝統的に政治的・内

向的なドイツ文学に対する対抗文化として生まれたのがポップ文学である。資本主義社会におけ

る消費文化を肯定的に享受する世代を意味する「ジェネレーション・ゴルフ」６という新語も生ま

れ、Ｃ・クラハトの『ファーザーラント』７やＢ・ｖ・シュトゥックラート-バレの『ソロアルバ

ム』８等が物質的及び文化的消費を肯定して見せた。

以上のように流行現象の説明が比較的容易な文学ジャンルと比べると、「ポストモダン探検

文学」、つまり実際に行われた歴史上の探検記をヒストリオグラフィック・メタフィクションとし

て再生した小説の流行は、その現象の理解が困難である。日本語にも翻訳されたＤ・ケールマン

の『世界の測量』９やＩ・トロヤーノフの『世界収集家』10のように、「地図上の空白地帯」を求め

て極地方やアフリカの奥地を目指す探検物語のポストモダン的再生により、ドイツ文学には「空

間論的転回」がもたらされたと言われているが、11なぜ過去の地理的な探検旅行に関心が集まるの

かについては研究者の間には様々な見解があり、一義的な説明は困難である。例えば仮に日本に

おいて大黒屋光太夫の『北槎聞略』のパロディや河口慧海の『チベット旅行記』のメタフィクショ

ン的再話が出版され、それが次々とベストセラーになるとしたら、その理由について一度で腑に

落ちる説明を行うことはやはり困難だろう。1990年代以降のドイツにおけるポストモダン探検

文学の流行は、「説明が困難」12な「驚くべき現象である」13と言われているのであるが、だとすれば、

現象を概観し、まずその多面性を把握することも理解へ至る方法の一つであろう。従って本論は、

理論化の試みや具体的作品等、様々な局面に触れながらポストモダン探検文学の流行現象を紹介

するものである。そしてそのことによって現代ドイツ文学における動向を理解する一助となるこ

とを目的としている。
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２．「崇高」のルネサンス14

ポストモダン探検文学がジャンルとして認識されるようになったのは、北極を通過する北西航

路と北東航路の開拓を巡る探検を主題とした小説が好評を博して以降である。Ｓ・ナドルニーの

『緩慢の発見』15(1983)はイギリス軍大佐で探検家のジョン・フランクリンの生涯を描いているが、

彼が1845年に率いたカナダ北部の北極圏探検においては、隊員全員が死亡する結果となった。

またＣ・ランスマイアーの『氷と闇の恐怖』16(1984)は、オーストリア・ハンガリー探検隊が1873

年から２年間氷海に閉じ込められた際の艱難を題材にしている。このような艱苦に満ちた人間の

体験を語る小説の成功という現象を理解するにあたり、まず援用された概念は「崇高」であった。

この「時代遅れのカテゴリーの復活」17は、Ｆ・リオタールが1983年に行った講演「崇高と前衛」

において、「前衛」という現代芸術の批判能力を擁護するために「崇高」という用語を解釈し直し

たことに端を発している。リオタールはその際カントやエドマンド・バークに遡り、「理解不能で

説明不可能なもの」18と、「苦」や「恐怖」を根拠とする崇高の感覚とを結びつけた。以降美学に

関する考察において、20世紀の日常会話においては忘却され、殆ど意味不明となっていたこの

「崇高」という言葉が頻繁に登場するようになる。19ドイツでは哲学者のマルティン・ゼールが、統

一や融和に抗うヘテロ的なものの擁護という意味をリオタールの現代崇高論に加味し、20大掛り

なものを志向したファシズムの影からこの概念を解放しようとする。21さらにゼールはカントの

『判断力批判』とアドルノの非同一性としての自然という議論を継承しながら、人間にとっての

自然経験を異質性として捉える自然美学を提唱した。22

このような現代の崇高論の発展を意識しつつ、北極圏をテーマにした小説の成功の原因を崇高

感覚の復活に求める解釈が誕生する。23特に『氷と闇の恐怖』においては、北極探検の際に描かれ

た風景スケッチが多数挿入されていることもあり、氷海を突破した人々の艱難の物語を受容する

際の感覚に「苦」や「恐怖」、またその緩和が引き起こす「快」24といったバークやリオタールの

崇高論の要素を見ることは説得力があるだろう。またゼールの自然美学が人間にとって異質性の

体験を前提にしていることを考えれば、これらの小説において峻厳な自然の情景よりむしろ苦難

に遭う人間的葛藤の方に重点が置かれていることにも納得がいくかもしれない。しかし以下に紹

介するようにポストモダン探検文学の諸作品は様々な舞台や筋書きを持っており、「現代崇高ブー

ム」25という現象のみによってこのジャンルの流行を説明付けることは出来ない。現代の探検記

と現代の「崇高論」との関連付けは、あくまでも理論化の契機という役割を果たしたと言うべき

であろう。

３．空間と国境の可変性

60年代以降から、ポストモダン精神の拡大及び“グランレシ”の失墜と共に歴史物語の相対化

という知的作業が進行した訳であるが、ヒストリオグラフィック・メタフィクションというジャ

ンルの誕生は、それまで文学の亜流のように扱われてきた「歴史小説」というジャンルの、言わ

ばリハビリテーションのようなものでもあった。26そしてポストモダン探検文学がヒストリオグ

ラフィック・メタフィクションのサブジャンルであることを考えれば、その流行はある程度は納

得のいく事である。しかも探検という行為が生存圏の拡大に関わる物語であれば、その再読は二

Title:本文.ec9 Page:14 Date: 2017/02/24 Fri 17:22:36



－13－

ドイツ現代文学における「空間論的転回」

重の検証的意味を持つはずである。ポストモダン探検文学の殆どが植民地時代の物語であり、植

民地主義の空間に関する認識は、地理学における空間論的転回の際に主張されたように、帝国主

義と近代資本主義の生産様式によって生産されていたはずであった。従ってポストモダン文学に

おける探検記の再話には、帝国主義と近代資本主義による空間意識の相対化という意義がある。

「崇高論」にあまり関心の持てなかった研究者たちは、このようにしてポストモダン地理学の中

にポストモダン探検文学を理解するための理論的支柱を見出し、「ドイツ文学における空間論的

転回」論が誕生する。

そして近代資本主義とその影響力も当然変容を起こしている。1990年前後に起こったヨー

ロッパにおける政治的変動によって冷戦構造が融解し、ベルリンの壁が消滅して国境線が移動す

ると、例えば「東」はもはや従来と同じ「東」ではない。このように空間意識の政治的な偶然性

が意識されたことを、ドイツ文学における空間論的転回の契機として挙げる説もある。27また東西

ドイツの統一によってドイツが従来の地方性からの脱却を目指したことも、ポストモダン探検文

学の流行の一因であると言われている。28さらに現代ではメディア技術の革新やグローバリゼー

ションによっても空間意識が変容している。そしてドイツ文学はこのようにして起きた文学にお

ける空間論的転回により、「世界含有性(Welthaltigkeit)」を獲得したと言われるようになり29、

さらにはドイツ現代文学の世界文学としての資質といったことも論じられるようになっている。
30しかし、実はこれらの文学において舞台となる地域自体についての関心は低いと指摘されてい

ることを考えると、31現代ドイツ文学における「世界含有性」や世界文学性については即座には

肯定できない側面もあり、やはりこの空間論的転回現象には「説明困難」な部分が残ったままと

言わざるを得ない。従って以下ではポストモダン探検文学の作品自体に視点を移し、代表的な作

品について概説的な紹介を行う。しかしまずは文学の空間論的転回に付随して起きている現象に

ついて言及する。

４．「測量」の再評価

文学における空間論的転回に付随して現代ドイツの人文科学の分野で起きている現象として、

「測量」の再評価がある。測量学及び地図学に対する最近の関心の高まりは、ポストモダン文学の

旗頭であるピンチョンが『メイスン＆ディクスン』32(1997)において、アメリカ建国に関わる測量

作業を描き出したことに端緒があると推測される。この小説は、二人のイギリス人測量士がアメ

リカの北部と南部、つまり自由州と奴隷州の境界線（メイスン・ディクスン線）を画定した作業

を物語るものだが、ドイツではＦ・キットラーが「測量士の世紀」33という書評を書き、この作業

が如何に大英帝国の覇権と関わっていたか、従来ヨーロッパ諸国の領土支配が測量士の算出する

数字と地図に如何に依存してきたかに言及した。2004年にはＡ・フォン・フンボルトの『コスモ

ス』が復刻されて話題となり、その翌年ケールマンの小説『世界の測量』が大きな注目を浴びる。

主人公であるフンボルトとガウスは19世紀の測量学の発展にも貢献した存在であり、小説でもそ

の測量技術が描写される。トロヤーノフの『世界収集家』においても東インド会社の土地開拓に

貢献したウォルター・スコット大尉が登場し、「君に必要なのは測量士としての性質だけだ」34と

言って部下である主人公のリチャード・バートンに測量技術を教えている。また、Ａ・カピュの

『時間の問題』35では、主人公たちの敵対者となるイギリス軍のシムソン大尉が、元々イギリス海
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軍に任じられてガンビア川の測量と地図作製のためにアフリカに派遣された人物であった。この

ように、ポストモダン探検文学において潜在的に不可欠な存在である測量士あるいは地図製作者

とその役割に、徐々に注目が集まるようになる。当然現代文学における虚構の作品においても、

ドイツ領南西アフリカを舞台にしたＧ・ザイフリートの『ヘレロ』36のようにドイツ人測量士を主

人公とする小説や、その作業が植民地において有する意味について考察する論考なども誕生して

いる。37また、従来の文学作品に登場した測量士という存在―作品の舞台となる時代においては

既に存在感を失った存在となっている―にも回顧的な眼差しが向けられるようになった。例え

ばカフカの『城』の主人公やシュティフターの『石さまざま』における「私」という語り手、ま

たカール・マイにおける中心的登場人物のヴィネトウ等である。38

この測量の再評価という現象は、多くの関連書籍の出版や、39ベルリン国立図書館で2016年に

行われた「世界の測量士：地上、海上及び宇宙空間」40という展覧会の開催等にも表れており、こ

れは現在でも進行中の動向である。『地球の地図化』41という著書があるＲ・シュトックハマーに

よると、空間論的転回によってもたらされ、空間が人為的に構築されるという意識を先鋭化させ

るこの「測量の好景気」には、GPSや衛星写真の登場によって消滅しつつある紙媒体の地図に対

するノスタルジーもその一端を担ってはいるが、42それは過去においても現在においても自己の

位置を同定することに対する人間の関心の強さを物語るものでもある。43

５．南北両極地方

以下からはポストモダン探検文学において人気のあるトポスを紹介するが、ナドルニーとラン

スマイアーによる成功例が示すように、このジャンルにおいて最も人気のある物語の舞台は、南

北の両極地方である。ナドルニーもランスマイアーも、実は最初から北極自体に対する関心が

あった訳ではなかったらしいが、44実際には両極地方における探検はポストモダン以前にも人気

のある歴史物語の題材であった。45南極で遭難したＲ・Ｓ・スコットの日記は既に1951年にドイ

ツで出版されているし、461965年にはＫ・バイアーが、Ｖ・ベーリングのカムチャッカ探検を題

材にした『ヴィトゥス・ベーリングの頭』47という作品を残している。しかしポストモダン文学と

してこのような題材を再生させたのはやはりナドルニーが最初であった。以降、紀元前４世紀の

ギリシャの歴史家ピュテアスが行った北極圏航海を再現したラウル・シロットの『フィニス・テ

ラエ』48を始め、グリーンランド探検における隊員の人間模様を描いたＭ・ケールマイアーの『英

雄たちの遊技場』49、スバールバル諸島の一部をドイツ帝国領土として獲得する試みを戯画化した

Ｍ・モーゼバッハの『霧の領主』50、南極大陸横断に挑んだアーネスト・シャクルトンを主人公と

したＭ・ボネの『氷のように冷たい空』51、ドイツ人の極地探検家であるＡ・ヴェーゲナーのグリー

ンランド探検を題材としたＪ・レンドレの『すべて陸地』52、自らが過去に行った南極旅行を綴っ

たＨ・Ｃ・ブーフの『氷を割る11の方法』53等、多くのポストモダン探検文学が誕生している。

興味深いのは、ポストモダン探検文学の成功によって探検という行為に関心が払われたことに

より、両極地方その他の探検地のトポスを巡ってポストモダン小説、ノンフィクション作品、54

フィクションの小説、探検家自身の探検記の再版55といった様々な出版活動が行われていること

である。それはちょうどＪ・クリフォードが『文化を書く』及び『文化の窮状』56によって“文化”

という概念の人為性を指摘し、人類学者によるフィールドワーク記録の“文学化”に注意を喚起
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したように、空間に関わる記録の“文学化”を意識させる動きである。またＩ・トロヤーノフの

虚構作品『氷霧』57のように、その動きを利用して南極大陸の窮状と地球の温暖化を訴える作品も

誕生しており、両極地方は今後も読者や研究者の反応も含めて注視していくべきトポスであると

言えよう。

６．砂漠地帯

極地探検と並んで探検家たちを引きつける「地図上の空白地帯」は、やはり砂漠である。極地

同様に厳しい自然が人間の探求心を刺激するのではあろうが、砂漠地域の異文化との遭遇もこの

地域を舞台とするポストモダン探検文学の隠れたテーマとなっている。ポストモダン文学として

最初に砂漠地方を扱ったのはＭ・レースの『ルブアルハリ：空白の土地』58で、この作品はドイツ

人の測量士で18世紀にアラビア地域を探検したカールステン・ニーブールの記録に基づきつつイ

エメンの遊技文化を主題とし、過去と現在の語り手が同時に登場する複雑な構成の小説である。ス

イス人のＡ・カピュは同国人のヴェルナー・ムンツィンガーを主人公に『ムンツィンガー・パシャ』59

を書いている。彼は紅海地方のパシャ(総督)としてエジプト政府に仕えながらアビシニアやスー

ダン地方の探検を行った人物である。またオーストリアのＷ・グロントは、ハンガリー生まれで

オーストリア空軍のパイロットであったラーディスラウス(ラースロー)・アールマースィーを

扱った『アールマースィー』60を発表している。アールマースィーは「泳ぐ人の洞窟」として知ら

れるリビア砂漠の岩絵を発見した探検家で、M・オンダーチェの小説『イギリス人の患者』及び

映画「イングリッシュ・ペイシェント」の主人公のモデルでもあり、映画化の翌年にアールマー

スィー自身の探検記『砂漠の泳人』61が再版されている。グロントの小説では、オンダーチェの虚

構の筋書きも利用しながらアールマースィーの砂漠探検家としての側面が強調されている。やは

りオーストリアのＴ・シュタングルには19世紀前半のトンブクトゥ探訪を主題とした『唯一の場

所』62という作品がある。イギリス人のアレクサンダー・ゴードン・レインとフランス人のルネ・

カイエによる二種類の探検を並列的に再現しながらアフリカの歴史を記述したもので、植民地主

義や人種主義に関する省察を行うと同時にサハラ地方に関する西洋的想像力を相対化する哲学的

なポストコロニアル文学となっている。極地探検の場合と同様、ニーブール、ムンツィンガー、

カイエ等の旅行記も近年相次いで復刻・再版されているが、63砂漠を舞台としたポストモダン文学

の場合、自然が持つ崇高美よりもサハラ地域の異文化が持つ魅力を伝達することへの関心が文学

的想像の背景にあるように思われる。しかしやはり砂漠を舞台としたノンフィクション作品64や

虚構作品65も生まれており、砂漠自体が文学にとって魅力のあるトポスだということも確かだと

言えよう。

７．旧ドイツ領の再発見

ドイツ統一による状況の変化と共にドイツの植民地時代の歴史に関する回顧が始まったことは、

ドイツ文学の全体にとっても大きな意味を持っていた。それまで忘却されていたドイツの植民地、

つまりタンザニアやルワンダ、ナミビア等の旧ドイツ領アフリカや、サモアやニューギニア等の

Title:本文.ec9 Page:17 Date: 2017/02/24 Fri 17:22:36



－16－

副 島 美由紀

旧ドイツ領南洋などが、植民地主義的文学であれ、ポストコロニアル文学であれ、純文学であれ

大衆文学であれ、創作の分野においても研究の分野においても、文学の分野における新たな地平

として展望されるようになったからである。しかし植民地支配の時代は批判的検証の対象である

ばかりでなく懐古の対象でもあり、この記憶の領域には、ネオコロニアル、コロニアル以降、疑

似コロニアル(neo-,nach-,quasi-kolonial)という様々な名称で呼び得る願望の様相が混在し

ていると言われている。66文学の領域でも、Ｕ・ティムの『モレンガ』67のようなポストコロニアル

文学ばかりではなく、特に大衆文学の分野で「アフリカ小説」「南洋小説」と呼ばれる疑似コロニ

アル的な娯楽文学が誕生しており、この新たな記憶領域は一種の「緊張領域」ともなっている。な

ぜ一見時代遅れとも思われるコロニアル的な文学作品が生まれるのかという問いに対しては、ト

ロヤーノフの『世界収集家』における台詞が答えの代わりとなるであろう。そこではリチャード・

バートンの旅行記がなぜイギリスでよく売れるのかについて、オスマン帝国駐ロンドン大使が本

国への報告書の中で次のように述べている。「大英帝国の臣民たちは世界征服という冒険に参加

しようと望んでおり、自分たちの存在証明となり得る同時代の伝説を求めています。」68これまで

自分の国には大英帝国やフランスのような植民地支配の歴史がないものと考えていたドイツ人た

ちは、今世紀になって自分たちの旧植民地を再発見し、かつて自分たちに拒まれていた世界征服

に関わる冒険を、バートンの時代のイギリス人たちのように想像の中で追体験しようとしている

のではないだろうか。植民地における実在の探検談の再話とその受容には、同時代ではないが同

国人の伝説を求める心情が或る程度働いているように推測される。例えばＨ・Ｃ・ブーフの『ア

フリカのカインとアベル』69は、後にルワンダとなるドイツ領東アフリカにおいてナイル川の源

流の一つを発見したリヒャルト・カントの物語であるし、Ｃ・ハーマンの『ウサンバラ』70はドイ

ツ領東アフリカのキリマンジャロ山に初登頂したハンス・マイアーに関する物語である。Ａ・カ

ピュの『時間の問題』はタンガニーカ湖に汽船を運んだパーペンブルク造船所の技師の冒険を伝

えており、Ｈ・Ｃ・ブーフの『ザンジバル・ブルース』71はドイツ帝国とイギリスに分割統治され

ていた時代のザンジバルの物語である。同様に旧ドイツ領南洋に関しても、Ｍ・ブールの『アウ

グスト・エンゲルハルトの楽園』、72C・クラハトの『帝国』、73及びＨ・Ｃ・ブーフの『ノルデと

私』74などのポストモダン探検小説が誕生している。特に題材の多い旧アフリカ領については、恐

らく今後もノンフィクションやポストモダン文学が誕生する可能性があり、アフリカの“緊張領

域状態”は今暫く続いていくのかもしれない。

８．旅する女性の再評価

旅行文学というジャンルにおいては当然旅する女性が存在するわけだが、ポストモダン探検記

においても女性を主人公にした作品が存在する。例えばＵ・ナウマンの『ユーフラテスの女王』75

とウーヴェ・ティムの『半影』76である。ナウマンの小説の背景には、大英帝国とロシア帝国が

中央アジアの覇権を争っていた「グレート・ゲーム」がある。スエズ運河が開通する33年前、イ

ギリスはトルコからユーフラテス川を航行してペルシャ湾へ至る経路を開拓するため、探検家の

フランシス・チェスニー中佐を派遣する。その時に使われた外輪船ユーフラテス号に、ドイツ人

女性のパウリーネ・ヘルファーが乗船していた。冒険心のあるパウリーネは、様々な民族が住む

ユーフラテス川流域の探検に男装して同行する。『ユーフラテスの女王』はチェスニーと並んでパ
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ウリーネを副主人公として扱い、複雑な政治事情の中で暮らすメソポタミア地域の諸民族の様子

を興味深く描いている。77またティムの『半影』の主人公は、ドイツにおける女性パイロットの草

分けの一人、マルガ・フォン・エッツドルフである。彼女は女性で初めてルフトハンザの副操縦

士となった人物で、1931年には世界で初めてベルリン-東京間の単独飛行を果たし、当時開場間

もない羽田空港に着陸している。しかしやはり単独で南アフリカを目指した際、シリアのアレッ

ポ郊外の飛行場で着陸に失敗した後に拳銃自殺してしまう。作品はこれらの飛行体験を描くと同

時に先入観を排して彼女の自殺の理由を推測する内容となっており、同時に彼女と緩やかな連関

を持つ多くの人々の声を登場させる典型的なポストモダン小説となっている。

やはり男装してマグレブ世界に生きたスイス人のイザベル・エーバーハルト（エベラール）は

本来フランス語圏の作家であるが、特にドイツにおいて再評価の動きがある。ヨーロッパの慣習

とは無縁のノマド的人生を送った彼女は、まず女性解放運動の文脈において賞賛され、その短い

生涯は映画にもなった。78最近の再評価の流れにおいては彼女の旅行記や伝記小説が出版され、79

彼女を主人公としたオペラ作品も制作されている。80やはり近年研究が行われている旅行作家と

して、クラウス・マンとも旅をし、アフガニスタンやアフリカに旅行したアンネマリー・シュヴァ

ルツェンバッハを挙げるべきであろう。81女性の旅行作家の場合一般に言えることではあるが、そ

の回顧82において作品自体よりもむしろ彼女たちの個人生活に関心が向けられる傾向がある。そ

れはシュヴァルツェンバッハの場合、裕福で世界市民的な生活、ナチス信奉者の家族との確執、

同性愛と鬱病、エーリカ・マンとの関係、孤独と悲劇的な死といった事実であるが、83そもそも女

性探検家の場合、存在が市民的社会規範から逸脱しているという点において境界の侵犯と空間の

流動化が既に起きているのであり、実はこのような女性探検家の業績の回顧こそ文学における空

間的転回を最も強力に推し進める推進力となるのかもしれない。日本でもイザベラ・バードが再

評価され、彼女を題材としたポストモダン探検文学84やコミック作品85まで誕生しているのも、こ

のような題材自体の力が発揮されている証拠かもしれない。

９．結 語

世界がまだ広かった時代の記憶を辿り、探検を追体験し、空間意識を相対化する行為は、リオ

タールの言う一種の「快」を伴うものではあるだろう。しかしそれだけで「世界含有性」や世界

文学性を獲得できる訳ではない。「帝国の視点」に拠る物語であればそれは西洋中心主義の反復で

あり、そのような作品に対する批判は「彼らの魂はルフトハンザ航空のメンバーカードのように小

さい」86といった、旅する作家たちについての辛口の文芸批評にも表れている。個々の作品には

シュタングルの『唯一の土地』のように西洋的意識の相対化に成功している場合や、クラハトの

『帝国』のように植民地主義文学のパロディとも言えるものまで様々な特質があり、やはりそれ

ぞれの作品の資質を検討しなければならない。そのような意味において、如何に空間意識を相対

化し、如何にポストモダンであるとは言え、境界を越えて異境へ達するからには常に異文化との

緊張関係が存在する。しかしその緊張関係の流動こそ空間論的転回を伴う文学が暗示的に予告し

ているものだとも言えよう。

【本稿はJSPS科研費15K02400の助成を受けたものである。】
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